
豊田工業高等専門学校 開講年度 令和04年度 (2022年度) 授業科目 都市計画
科目基礎情報
科目番号 44203 科目区分 専門 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 環境都市工学科 対象学年 4
開設期 後期 週時間数 2

教科書/教材 「都市計画総論」磯部友彦、松山明、服部敦、岡本肇共著　鹿島出版会（ISBN：978-4-306-07308-1）／適宜、プリ
ントを配布する。

担当教員 山岡 俊一
到達目標
(ア)都市の成立ちと都市計画の役割を、その思想、特徴を変遷とともに理解する。
(イ)都市計画法や関連法規、上位計画の内容とその関係性を理解し、説明できる｡
(ウ)都市計画基礎調査、都市計画区域、マスタ－プラン、各種部門計画等の関係性およびその内容を理解し、説明できる。
(エ)道路、鉄道、駅前広場、公園緑地、供給処理施設などの都市・交通施設の計画を理解し、具体例と関連付けて説明できる。
(オ)都市整備の手法としての区画整理、再開発など都市整備事業、制度としての地区計画制度を理解する。
(カ)都市の環境を保全、整備する公園緑地計画、防災計画、景観施策を理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 最低限の到達レベルの目安(可) 未到達レベルの目安

評価項目(ア)

都市の成立ちと都市計画の役割を
、その思想、特徴を変遷とともに
理解し、現在の都市と関連付けて
説明できる。また、都市の環境を
保全、整備する公園緑地計画、防
災計画、景観施策を理解し、実社
会の実態と関連付けて説明できる
。

都市の成立ちと都市計画の役割を
、その思想、特徴を変遷とともに
理解するとともに、都市の環境を
保全、整備する公園緑地計画、防
災計画、景観施策を理解する。

都市の成立ちと都市計画の役割を
、その思想、特徴を変遷とともに
理解しておらず、都市の環境を保
全、整備する公園緑地計画、防災
計画、景観施策を理解していない
。

評価項目(イ)

都市計画法や関連法規、上位計画
の内容とその関係性を理解し、現
状の活用実態と関連付けて説明で
きるとともに、都市計画基礎調査
、都市計画区域、マスタ－プラン
、各種部門計画等の関係性および
その内容を理解し、現状の活用実
態と関連付けて説明できる。

都市計画法や関連法規、上位計画
の内容とその関係性を理解し、説
明できるとともに、都市計画基礎
調査、都市計画区域、マスタ－プ
ラン、各種部門計画等の関係性お
よびその内容を理解し、説明でき
る。

都市計画法や関連法規、上位計画
の内容とその関係性を理解してお
らず、説明できず、都市計画基礎
調査、都市計画区域、マスタ－プ
ラン、各種部門計画等の関係性お
よびその内容を理解しておらず、
説明できない。

評価項目(ウ)

道路、鉄道、駅前広場、公園緑地
、供給処理施設などの都市・交通
施設の計画を理解し、具体例と関
連付けてその問題点も含めて説明
できるとともに、都市整備の手法
としての区画整理、再開発など都
市整備事業、制度としての地区計
画制度を理解し、現状の活用実態
と関連付けて説明できる。

道路、鉄道、駅前広場、公園緑地
、供給処理施設などの都市・交通
施設の計画を理解し、具体例と関
連付けて説明できるとともに、都
市整備の手法としての区画整理、
再開発など都市整備事業、制度と
しての地区計画制度を理解する。

道路、鉄道、駅前広場、公園緑地
、供給処理施設などの都市・交通
施設の計画を理解しておらず、具
体例と関連付けて説明できず、都
市整備の手法としての区画整理、
再開発など都市整備事業、制度と
しての地区計画制度を理解してい
ない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 C1 防災，環境，社会資本整備等について自ら学習し、問題を提起する能力を身につける
JABEE d 当該分野において必要とされる専門的知識とそれらを応用する能力
本校教育目標 ③ 問題解決能力
本校教育目標 ④ コミュニケーション能力
教育方法等

概要

本科目では、都市を理解しこれからの都市のあるべき姿を計画していく上で必要となる都市計画の基本的な知識の習得
を目指します。都市は、大都市への一極集中や地域間格差、地方都市の衰退など様々な課題を抱えています。一方でコ
ンパクトシティーやユニバーサルデザイン、地球温暖化に向けた都市環境対策など、これまでとは違った観点での都市
施策も進められています。本講義では、都市の課題を解決し、より良いまちを創るための知識を理解し取得していくこ
とを目指します。

授業の進め方・方法
本講義では、都市の課題や政策に取り組むための都市の歴史や思想、都市計画法や関連法規、都市計画事業策定手順、
都市計画立案を支える情報技術などの基礎的知識を学びます。実例紹介などを多く取り入れ、身近な問題から制度・政
策を理解できるように取り組みます。

注意点 （自学自習内容）継続的に授業内容の予習・復習を行うこと。適宜、授業内容に関する課題を決められた期日までに提
出すること。

選択必修の種別・旧カリ科目名
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業
必履修
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

後期 3rdQ

1週 都市計画論(都市計画の必要性とその意義、国土・都市
・地域とは)（復習：都市計画のスケールと内容）

都市計画の必要性やその意義、国土・都市・地域の定
義を説明できる。

2週 都市計画の歴史や思想とその変遷（大ロンドン計画、
田園都市論、近隣住区論など）（復習：古代都市） 都市計画の歴史や思想とその変遷を説明できる。

3週
都市計画の歴史や思想とその変遷（大ロンドン計画、
田園都市論、近隣住区論など）（復習：産業革命以降
の都市が抱えた課題）

都市計画の歴史や思想とその変遷を説明できる。

4週
都市計画法および関連法規（日本における都市計画制
度とその関連法規、上位計画など）（復習：日本の都
市計画制度の成り立ち）

都市計画法および関連法規を説明できる。

5週
都市計画法および関連法規（日本における都市計画制
度とその関連法規、上位計画など）（復習：区域区分
制度）

都市計画法および関連法規を説明できる。



6週
都市計画の策定（都市計画立案のためのプロセスや都
市計画区域の考え方、市民参加のまちづくりなど
）（復習：用途地域）

都市計画の策定について説明できる。

7週
都市計画の策定（都市計画立案のためのプロセスや都
市計画区域の考え方、市民参加のまちづくりなど
）（復習：都市施設）

都市計画の策定について説明できる。

8週 土地利用計画（土地利用の意義や制度、諸外国の計画
制度など）（復習：コンパクトシティ） 土地利用計画を理解している。

4thQ

9週 土地利用計画（土地利用の意義や制度、諸外国の計画
制度など）（復習：市街地開発事業） 土地利用計画を理解し、説明できる。

10週 土地利用計画（土地利用の意義や制度、諸外国の計画
制度など）（復習：地区計画） 土地利用計画を理解し、説明できる。

11週 都市交通と都市交通施設の計画（都市交通及び都市交
通施設の基礎的事項）（復習：パーソントリップ） 都市交通と都市交通施設の計画を理解している。

12週 都市の整備手法（区画整理や再開発など都市の整備手
法）（復習：開発許可制度） 都市の整備手法を理解し、説明できる。

13週 都市の整備手法（区画整理や再開発など都市の整備手
法）（復習：建築確認申請） 都市の整備手法を理解し、説明できる。

14週 供給及び処理計画（供給処理施設の基礎的事項）（復
習：供給・処理施設の種類） 都市の供給及び処理計画について説明できる。

15週 都市の環境計画（公園緑地、防災、景観など）（復習
：環境アセスメント） 都市の環境計画について理解している。

16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

専門的能力 分野別の専
門工学 建設系分野 計画

国土と地域の定義を説明できる。 4 後1
日本、世界における古代、中世および現代の都市計画の思想およ
び理念と実際について、説明できる。 4 後2,後3

都市計画法と都市計画関連法の概要について、説明できる。 4 後4,後5

土地利用計画と交通計画について、説明できる。 4 後6,後7,後
8,後11

総合計画とマスタープランについて、説明できる。 4 後6,後7

都市計画区域の区域区分と用途地域について、説明できる。 4 後8,後9,後
10

緑化と環境整備(緑の基本計画)について、説明できる。 4 後14,後15
風景、景観と景観要素について、説明できる。 4 後15
都市の防災構造化を説明できる。 4 後15
土地区画整理事業を説明できる。 4 後12,後13
市街地開発・再開発事業を説明できる。 4 後12,後13

評価割合
中間試験 定期試験 課題 合計

総合評価割合 30 50 20 100
専門的能力 30 50 20 100


